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映 時 間 は 午 前

1 0時 半 、 午

後 ２ 時 、 ７ 時 か ら の ３回 。　
パ ン ジ ー （ マ リ ア ン

ヌ ・ ジ ャ ン ＝ バ プ テ ィ スト ） は 、 夫 や 息 子 と 暮 らす 中 年 女 性 。 い つ も 何 かに い ら 立 ち 、 身 近 な 人 々と の 衝 突 を 繰 り 返 し て いる 。 配 管 工 の 夫 や

2 0代 の

無 職 の 息 子 と の 関 係 も ぎく し ゃ く す る 日 々 。 だ が母 の 日 に 、 対 照 的 な 性 格の 妹 ・ シ ャ ン テ ル と 亡 き母 の 墓 参 り に 行 っ た 時 から 、 自 分 の 秘 め ら れ た 気持 ち と 向 き 合 う よ う に 。そ の 心 の 奥 に は 、 長 年 、家 族 に 複 雑 な 思 い を 抱 えて き た パ ン ジ ー の 深 い 孤独 や 悲 し み が あ っ た … 。　 「 秘 密 と 嘘 」  （ １ ９ ９ ６年 ） が 第

4 9回 カ ン ヌ 国 際
映 画 祭 で パ ル ムド ー ル を 受 賞 した 、 イ ギ リ ス を代 表 す る 巨 匠 のマ イ ク ・ リ ー がメ ガ ホ ン を 取 った 。  「 人 間 と

「 西 京 シ ネ ク ラ ブ 」  （ 大 久保 雅 子 代 表 ） は 、

1 4日

（ 土 ）  に 「 ハ ー ド ・ ト ゥ ルー ス

　
母 の 日 に 願 う こ

と 」  （ ２ ０ ２ ４ 年 、 イ ギリ ス ） を 上 映 す る 。 会 場は 山 口 市 民 会 館 （ 山 口 市中 央 ２ ） 小 ホ ー ル で 、 上　

2 8日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら

午 後 １ 時 ま で 開 か れ る
「 エ コ ク ッ キ ン グ 教 室 」

へ の 参 加 者 が 募 集 さ れ てい る 。 対 象 は 、 山 口 市 内在 住 の 人 （

1 8歳 以 上 で 男

女 は 問 わ な い ） で 、 参 加は 無 料 。 会 場 は 山 口 合 同ガ ス ひ ま わ り 館 （ 山 口 市大 内 千 坊 ４ ） で 、 定 員 は先 着

2 0人 。 産 官 学 民 で 構

成 す る 「 温 暖 化 と め る っち ゃ ネ ッ ト ワ ー ク や ま ぐち 」  （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４
－ ２ ６ ８ ７ ） の 主 催 だ 。

　
「 買 い 出 し 」  「 調 理 」  「 食

事 」  「 片 付 け 」 ま で の 各過 程 に お け る 省 資 源 ・ 省エ ネ ル ギ ー の 方 法 （ エ コク ッ キ ン グ ） に つ い て 学び 、 実 際 に 調 理 も す る 。料 理 の 完 成 後 は 、 参 加 者同 士 で 楽 し く 食 事 を する 。 講 師 を 務 め る の は 山口 消 費 生 活 研 究 会 の メ ンバ ー で 、 メ ニ ュ ー は ハ ンバ ー グ 、 サ ラ ダ 、 野 菜 スー プ 。

　
参 加 希 望 者 は 、

2 0日

（ 金 ）  ま で に 専 用 フ ォ ー ム

（ 二 次 元 コ ー ド か ら ） で

は ？ 」  「 家 族 と は ？ 」  「 幸せ と は ？ 」 と 問 い か け

る 、 現 代 の ロ ン ド ン を 舞台 に し た ヒ ュ ー マ ン ド ラマ だ 。 主 演 の マ リ ア ンヌ ・ ジ ャ ン ＝ バ プ テ ィ スト は 、 こ の 映 画 で 数 々 の演 技 賞 を 獲 得 。 作 品 自 体も 、 世 界 各 地 の 映 画 祭 で
5 7の ノ ミ ネ ー ト ・

2 7の 受

賞 を 果 た し た 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。

　
「 山 口

で な か なか 上 映 され る 機 会の な い 良質 な 単 館系 新 作 映画 を 、 自分 た ち の手 で 上映 ・ 観 賞す る 」 こと を 目 的に 活 動 して い る

「 買  い  出 し 」  か ら  「 片 付 け 」  ま で  の 各 課 程

省 資 源 に つ い て 考 え る  「 エ コ ク  ッ  キ ン グ 教 室 」

２ ８ 日

専  用  フ ォ ー  ム

申 し 込 む 。

西 京 シ ネ ク ラ ブ が イ ギ リ ス 映 画 上 映

「 ハ ー ド ・ ト ゥ ル ー ス 　 母 の 日 に 願 う こ と 」1 4日
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2 1 2 3

2月

1 9日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車 場を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ） コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

駐 車 場 参 加 料 と こ ろ と

 き

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
こ れ は 、 ま ど ・ み ち お さ

ん が 百 歳 の と き に 作 ら れ た書 き 下 ろ し 詩 集 で す 。　
処 女 詩 集 『 て ん ぷ ら ぴ り

ぴ り 』 が 出 版 さ れ た の は 、ま ど さ ん が

5 9歳 の と き 。 以

来 約

4 0年 間 、 宇 宙 、 自 然 、

い の ち と い っ た 壮 大 な テ ーマ の 詩 、 も の の 本 質 を ご く短 い 言 ば で 表 現 し た 詩 、 言ば あ そ び う た な ど 、 幅 広 いス タ イ ル の 詩 を 作 り 続 け てこ ら れ ま し た 。　

8 9歳 以 降 は 、 ほ ぼ 毎 年 １

冊 詩 集 を 出 し て お ら れ 、 これ が 最 後 の 作 品 と な り ま した 。 詩 集 の タ イ ト ル は 、 一番 終 わ り に 収 め ら れ た 「 のぼ り … 」 と い う 詩 に 出 て くる 言 ば か ら つ け ら れ て い ま

　
じ め ん へ か ／ い き つ く ま

で ／ だ が い き つ い て ／ み ると ま た ／ つ づ い て ご ざ る… 」　
百 歳 の 心 境 を さ ら り と ユ

ー モ ラ ス な 口 調 で う た い つつ 、 百 年 生 き て き た か ら こそ み え る 景 色 が 描 か れ て いる よ う に 思 え ま す 。　
絵 は 、 山 口 県 在 住 の 保 手

濱 拓 さ ん に よ る も の 。 藍 色の に じ み を き か せ た 線 で 描か れ た 抽 象 画 は 、 詩 の 言 ばと 一 体 と な っ て ペ ー ジ の 中に お さ ま っ て い ま す 。 す 。　 「 の ぼ り く だ り の ／ こ のよ の ／ カ イ ダ ン ／ て ん へ か

理 論 社 （ 2 0 0 9  年 ）

詩 ： ま ど ・ み ち お
絵 ： 保 手 濱 　 拓

の ぼ り
く だ り の …

2 7 4

２ 月

1 9日  （ 木 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０

 （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
初 め て 参 加 し ま し た ！

　
親 は リ フ レ ッ シ ュ に な

り 、 子 ど も は 同 年 代 の 子 たち と 交 流 が で き 、 刺 激 に もな っ て 楽 し そ う で し た 。　
ま た 来 た い と 思 い ま す ♪

（ ペ ン ネ ー ム

　
ミ ズ キ さ ん ）

前 回 参 加 者 の 声

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す３ 月 は お 休 み 。  ４ 月 は

1 6日  （ 木 ）  で す

　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お

ら れ る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、親 子 の 出 会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基本 的 に ノ ン プ ロ グ ラ ム で 、 の ん び り くつ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空 間 を 提 供 する 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ

来 て い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し たい 方 も 、 お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー

プ や ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ック で き ま す 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ござ い ま す の で 、 あ ら か じ め ご 確 認 く ださ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

 １ 行 記 事　 県 内 で 唯 一 「 五 つ 星 お 米 マ イ ス タ ー 」 が ２ 人 在 籍 す る 小 野 商 店 （ 山 口 市 下 小 鯖 、 ０ １ ２ ０ － ２ ７ － ０ ０ ８ ４ ） で 今 年 初 の セ ー ル が 開 催 中 。 ２ ８ 日 （ 土 ） ま で 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ２ 月  １ １ 日 ㈬

タ ッ ク ス  ア  ン  サ  ー

　
毎 年 １ 月 １ 日 か ら

1 2月

3 1日 ま で の １ 年 間 の 収 入
か ら 必 要 経 費 を 差 し 引 いた 所 得 に 応 じ て 納 税 額 を確 定 さ せ る 手 続 き 。 必 要な の は 、 主 に 次 の よ う な人 。・ 年 収 が ２ ０ ０ ０ 万 円 を超 え て い る・ 給 与 の 他 に

2 0万 円 以 上

の 所 得 が あ る・ ２ カ 所 以 上 の 法 人 か ら給 与 を も ら っ て い る　
個 人 か ら 資 産 の 贈 与 を

受 け た と き に 課 さ れ る 税金 。 法 人 か ら 個 人 へ の 贈与 は 所 得 税 が 課 税 さ れ るた め 、 贈 与 税 は 非 課 税 。　
申 告 を す る こ と に よ っ

て 、 納 め 過 ぎ に な っ て いる 税 金 の 還 付 を 受 け る こと が で き る 。 次 の よ う なケ ー ス が 該 当 す る 。・ 年 の 途 中 で 退 職 し 、 年末 ま で に 再 就 職 し て い ない （ 年 末 調 整 を 受 け て いな い ）・ 住 宅 ロ ー ン を 利 用 して 、 マ イ ホ ー ム を 購 入 した・ マ イ ホ ー ム の 改 修 を し

た・ 災 害 や 盗 難 な ど で 資 産に 損 害 を 受 け た・ 多 額 の 医 療 費 を 支 出 した・ ふ る さ と 納 税 な ど 特 定の 寄 付 を し た　
消 費 者 が 負 担 し 、 事 業

者 が 納 め る 税 金 。 ほ と んど の 取 り 引 き や サ ー ビ ス提 供 に お い て 課 税 さ れる 。 納 税 対 象 と な る のは 、 次 の 事 業 者 。・ 対 象 期 間 に お け る 課 税売 上 高 が １ ０ ０ ０ 万 円 を超 え る・ 適 格 請 求 書 （ イ ン ボ イス ） 発 行 事 業 者 の 登 録 を受 け て い る　
ｅ

－

Ｔ ａ ｘ と は ス マ ー

ト フ ォ ン や Ｐ Ｃ を 使 っ て申 告 や 納 税 な ど の 手 続 きが 行 え る シ ス テ ム の こと 。 国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イト 上 に あ る 「 確 定 申 告 書作 成 コ ー ナ ー 」 に ア ク セス し 、 案 内 の 画 面 に 沿 って 金 額 な ど を 入 力 す れ ば自 動 計 算 さ れ 、 申 告 書 など が 作 成 で き る 。 さ らに 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド読 取 対 応 の ス マ ホ と マ イナ ン バ ー カ ー ド が あ れ

ば 、 い つ で も ど こ で も ｅ

－

Ｔ ａ ｘ に よ る 申 告 が で
き る 。 ま た 、  「 マ イ ナ ポー タ ル 」 経 由 で 控 除 証 明書 等 の デ ー タ を 一 括 取 得し 、 申 告 書 類 に 自 動 入 力す る 「 マ イ ナ ポ ー タ ル 連携 」 機 能 も 利 用 で き る 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
納 税 の 申 告 を し な か っ

た り 、 期 限 を 過 ぎ て か ら申 告 す る と 、  「 加 算 税 」や 「 延 滞 税 」 が 課 さ れ る場 合 が あ る 。　
国 税 庁 ウ ェ ブ サ イ ト の

「 タ ッ ク ス ア ン サ ー 」  （ 二次 元 コ ー ド か ら ） に は「 よ く あ る 税 の 質 問 」 に対 す る 回 答 例 が 掲 載 さ れて い る 。　
そ れ で も 解 決 し な い 場

合 や ス マ ホ や Ｐ Ｃ に 不 慣れ な 人 、 自 分 自 身 で の 申告 に 不 安 の あ る 人 は 、 プロ に 任 せ る と 安 心 だ 。 それ ぞ れ の 置 か れ た 状 況 に応 じ て 、 的 確 な 助 言 を もら う こ と が で き る 。 下 記掲 載 の 税 理 士 に 相 談 し たり 、 商 工 会 議 所 や 税 理 士会 な ど が 実 施 す る 相 談 会を 利 用 し た り し て 、 早 めの 申 告 を心 掛 け たい 。

　
２ ０ ２ ５ 年 分 の 確 定 申 告 の 受 け 付 け が 、

1 6日  （ 月 ）  に 始 ま る 。 所 得 税 ・

贈 与 税 は ３ 月

1 6日  （ 月 ）  、 個 人 事 業 者 の 消 費 税 等 は ３ 月

3 1日  （ 火 ）  が 、 申 告 ・

納 付 の 期 限 。 国 税 庁 は 、  「 ス マ ホ と マ イ ナ ン バ ー カ ー ド で ｅ

－

Ｔ ａ ｘ ！ 」

や 「 マ イ ナ ポ ー タ ル 連 携 」 等 、 個 人 や 個 人 事 業 者 が 自 宅 や オ フ ィ ス か らで も 申 告 で き る 環 境 を 整 え て い る 。

所 得 税  ・  贈 与 税 は  ３ 月

1 6日 ま で

消 費 税 等 は  ３ 月

3 1日 ま で

所 得 税贈 与 税還 付 申 告

消 費 税ｅ

‒

Ｔ  ａ  ｘ

２ ０ ２ ５ 年 分 の 確 定 申 告 、

1 6日 に 受 付 開 始

 １ 行 記 事　 「 第 １ ３ 回 人 間 国 宝 陶 芸 展 」 が 、 き ょ う １ １ 日 か ら １ ６ 日 （ 月 ） ま で 山 口 井 筒 屋 ５ 階 催 場 で 。 人 間 国 宝 の 手 に よ る 銘 品 を 、 至 近 距 離 か ら 無 料 で 鑑 賞 で き る 。
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※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ６ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 海 に 舞 い 降 り る 光 」雲 間 か ら 漏 れ 出 た 光 が 、  展 望 台 か ら 臨 む 萩 の 海 を 照 ら し て い ま す 。  「 ヤ コ ブ の 梯 子 」  と も 呼 ば れ る光 芒 は 、  ま る で 宗 教 画 の よ う な 美 し さ で 、  本 当 に 天 使 が 舞 い 降 り て 来 そ う な 幻 想 的 な 雰 囲 気 で し た 。

撮 影 者 ： 宇 佐 川 千 尋 さ ん  （ 京 都 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ５ 年 １ 月 ３ 日

撮 影 場 所 ： 笠 山 山 頂 展 望 台  （ 萩 市 ）

お 知 ら せー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ りま せ ん で し た 。

本 号 へ の
「 サ ン デ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~

1 4日  （ 土 ）  :

バ

レ ン タ イ ン 特 設 会 場 、

~

1 6日  （ 月 ）  :

第

1 3回 人 間 国

宝 陶 芸 展 ・ 現 代 作 家 秀 作展
サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


